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の
り
子
の
週
刊
日
誌
（主
な
も
の
） 

３
月
１
０
日 

予
算
特
別
委
員 

 
 

１
１
日 

会
議
、
国
際
女
性
デ
ー
、「
マ
ラ
ラ
」
上
映 

 
 

１
２
日 

原
発
ゼ
ロ
集
会
、 

 
 

１
３
日 

常
任
委
員
会
、
河
西
事
務
所
生
活
相
談
日 

 
 

１
４
日 

常
任
委
員
会
（
予
備
日
） 

 
 

１
５
日 

本
会
議
、 

 
 

１
６
日 

閉
会
、「
怒
る
富
士
」
鑑
賞
、
市
駅
前
事
務
所 

 
 

 
 

 
 

生
活
相
談
日 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

大
阪
の
学
校
法
人
「
森
友
学
園
」
が
、

財
務
省
・
近
畿
財
務
局
か
ら
大
幅
に
値

引
き
し
た
安
値
で
国
有
地
を
払
い
下

げ
て
も
ら
っ
て
い
た
問
題
（
国
土
交
通

省
・
大
阪
航
空
局
も
関
与
）
は
、
日
本

共
産
党
の
宮
本
岳
志
衆
院
議
員
の
告

発
、
暴
露
に
つ
づ
き
、
小
池
晃
書
記
局

長
の
政
治
家
関
与
の
指
摘
、
辰
巳
孝
太

郎
参
院
議
員
の
追
撃
な
ど
に
よ
っ
て
、

一
層
疑
惑
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
政
治

家
の
関
与
を
ふ
く
め
、
日
本
共
産
党
は

引
き
続
き
、
疑
惑
解
明
に
全
力
で
取
り

組
み
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
あ
る
外
国
の
通
信
社
の

記
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
海
外
メ
デ
ィ
ア

が
こ
の
問
題
で
最
も
関
心
を
寄
せ
て

い
る
の
は
、
土
地
売
買
の
こ
と
よ
り
、

憲
法
「
改
正
」
を
め
ざ
す
安
倍
政
権
と

「
愛
国
教
育
」
を
か
か
げ
る
「
森
友
学

園
」
の
思
想
的
共
通
性
だ
と
の
こ
と
。

こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
の
「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ

ス
ト
」
や
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
」

で
「
森
友
学
園
」
を
め
ぐ
る
報
道
で
使
わ

れ
た
の
は
、
日
の
丸
の
も
と
に
幼
稚
園
児

が
並
ぶ
写
真
で
し
た
。
特
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
タ
イ
ム
ズ
」（
２
月
２
４
日
付
）
は
「
日

本
の
教
育
界
に
右
派
勢
力
が
影
響
力
を
増

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

天
皇
国
家
へ
の
奉
仕
を
強
い
る
「
教
育

勅
語
」
を
幼
稚
園
児
に
暗
唱
さ
せ
、
運
動

会
で
は
「
安
倍
首
相
が
ん
ば
れ
。
安
保
法

制
、
国
会
通
過
よ
か
っ
た
で
す
」
と
選
手

宣
言
さ
せ
る
「
森
友
学
園
」。
確
か
に
安
倍

政
権
の
も
と
で
、
日
本
の
教
育
界
に
右
翼

愛
国
教
育
運
動
（「
日
本
会
議
」
）
が
浸
透

し
て
き
て
い
る
こ
と
の
表
わ
れ
で
す
。
右

翼
愛
国
教
育
が
現
憲
法
の
も
と
で
本
当
に

許
さ
れ
る
の
か
、「
森
友
」
問
題
の
も
う
一

つ
の
重
要
な
論
点
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

   

 

森友学園疑惑で現地視察す

る小池晃書記局長です 

 

 

 

い
ま
大
阪
・
豊
中
市
の
学
校
法
人
「
森
友
学
園
」
の
国
有
地

売
却
疑
惑
が
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。
３
月
１
日
の
参
院
予
算

委
員
会
で
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長
が
独
自
に
入
手
し
た

自
民
党
国
会
議
員
事
務
所
の
面
談
記
録
を
示
し
、
財
務
省
、
近

畿
財
務
局
、
国
交
省
大
阪
航
空
局
に
、
森
友
学
園
の
籠
池
理
事

長
が
値
引
き
な
ど
の
要
請
を
し
て
い
た
事
実
の
暴
露
は
す
ご

い
迫
力
で
し
た
。
小
池
氏
は
氏
名
を
伏
せ
て
い
ま
し
た
が
そ
の

日
の
夜
、
自
民
党
鴻
池
祥
肇
参
院
議
員
が
会
見
で
森
友
側
と
の

面
談
が
あ
り
、
小
池
氏
が
示
し
た
面
談
記
録
と
同
じ
記
録
の
存

在
を
認
め
、
「
森
友
学
園
に
一
切
便
宜
は
図
っ
て
い
な
い
。
う

ち
の
事
務
所
は
不
動
産
屋
で
は
な
い
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

世
間
で
は
「
政
権
応
援
の
産
経
・
読
売
」
と
か
言
わ
れ
る
中
、

産
経
新
聞
３
日
付
で
は
６
段
抜
き
の
縦
長
記
事
で
「
（
共
産
党

が
）
フ
ァ
ク
ト
（
事
実
）
を
示
し
て
政
権
を
揺
さ
ぶ
る
姿
勢
は
、

野
党
の
あ
り
方
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
の
報
道

で
し
た
。
暴
走
政
治
批
判
の
姿
勢
で
の
報
道
を
期
待
し
ま
す
。 

 

７
日
夕
の
Ｍ
Ｂ
Ｓ
「
Ｎ
ス
タ
」
で
チ
ラ
ッ
と
首
相
夫
人
の
昭

恵
氏
が
登
場
「
注
目
集
め
戸
惑
っ
て
い
る
」
と
笑
顔
。
厚
顔
無

恥
と
い
う
か
、
反
省
の
弁
は
一
言
も
な
し
。
Ｔ
Ｂ
Ｓ
世
論
調
査

で
昭
恵
夫
人
の
例
の
「
名
誉
校
長
就
任
」
は
「
不
適
切
」
と
の

回
答
が
７
８
％
だ
っ
た
と
か
。
ま
あ
当
然
で
し
ょ
う
ね
。 

 

■
共
産
党
「
森
友
疑
惑
追
及
チ
ー
ム
」
の
宮
本
た
け
し
衆
院

議
員
が
、
３
月
２
０
日
（
月
・
祝
）
午
後
１
時
３
０
分
か
ら
勤

労
者
総
合
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
西
隣
）
６
階
で
報
告
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。（
編
集
室
） 

 

 

手
川
流
域
で
は
土
砂
災
害
、
洪
水
な
ど

の
危
険
性
が
著
し
く
高
く
な
る
と
考

え
ら
れ
る
と
主
張
し
ま
し
た
。 

 
 

    

当
局
は
、
許
可
申
請
が
あ
っ
た
場
合

書
類
審
査
に
加
え
、
現
地
調
査
な
ど
を

実
施
し
土
砂
災
害
を
発
生
さ
せ
な
い

よ
う
な
法
面
保
全
対
策
や
、
低
下
し
た

保
水
力
を
補
う
防
災
調
整
池
な
ど
の

防
災
計
画
が
許
可
の
基
準
を
満
た
し

て
い
る
か
を
適
正
に
審
査
す
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。 

 

県
は
森
林
を
県
民
の
財
産
と
し
て

守
り
育
て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で

行
く
た
め
の
も
の
、
森
林
環
境
の
保
全

や
森
林
と
共
生
す
る
文
化
の
創
造
に

関
す
る
施
策
に
使
う
と
い
う
こ
と
で

森
づ
く
り
税
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
大
規
模
な
森
林
伐
採
、

乱
開
発
は
行
う
べ
き
で
な
い
と
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
奥
村
の
り
子
） 

２
月
定
例
議
会
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
般
質
問
で
３
点
に
つ

い
て
当
局
を
質
し
ま
し
た
。
今
回

は
大
型
太
陽
光
発
電
施
設
計
画

に
つ
い
て
県
の
姿
勢
を
問
い
ま

し
た
。
園
部
。
六
十
谷
地
区
に
計

画
さ
れ
て
い
る
発
電
施
設
は
出

力
４
８
，
８
０
０
ｋ
ｗ
、
面
積
７

４
．
３
ｈ
ａ
。
直
川
地
区
の
方
は

出
力
７
６
．
６
０
０
ｋ
ｗ
、
面
積

１
３
２
・
２
ｈ
ａ
で
千
手
川
を
は

さ
ん
で
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
事
業

所
が
計
画
し
て
い
ま
す
。
両
方
合

わ
せ
る
と
甲
子
園
球
場
の
約
５

３
倍
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
計
画

地
の
森
林
を
伐
採
す
る
と
ど
う

な
る
か
、
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
質
し
ま
し
た
。
千
手

川
は
土
砂
流
出
の
大
き
な
河
川

で
あ
る
こ
と
。
上
流
地
域
は
谷
底

堆
積
物
が
み
ら
れ
、
下
流
域
は
大

量
の
土
砂
が
流
出
し
堆
積
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
林
地

が
大
規
模
に
開
発
さ
れ
れ
ば
千

 

予定地の地図

をかかげて質

問しました。 
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